
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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学校生活アンケー
トで「生徒たちひと
りひとりの活動が
充実している」との
問いに肯定的に回
答した保護者の割
合（８７％）

学校生活アンケー
トで「自分の健康や
体力向上について
自分なりに考えて
行動している」との
問いに肯定的に回
答した生徒の割合
（９１％）
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・生成AIを学校で学ぶことは、生徒がそれらのツー
ルを適切に取り扱うことに繋がることから、とても良
い取り組みではないかと考える。
・道徳の授業を見させていただいて、個人ではなか
なか発表しずらい時、グループ内での話し合いまと
めやルーレットでの指名発言など工夫がみられて
いたのがよかったです。
・タブレット操作は生徒の自習的・自発的な取り組
みが大切だと感じます。自分が何を分かろうとして
いるのかが大切だと思います。
・中学校の三年間は、一市民として自分が何をす
べきか考え始める大切な時期だと思います。様々
な体験をさせていってほしいです。
・学校公開等で授業を見学した際、グループで意見
を出し合い、考する姿をよく目にしました。
・社会の現場では、良い大学を出たことよりも「行動
力」「デジタルツールを使いこなせる」ことが重要と
なってきています。より一層進めていった方がよい
と思います。
・暗記より問題解決できることや生成AIの活用、自
ら考え判断することや日常と科学のつながり等、求
められている取り組みができている。
・職場体験、社会科見学など、校外での学習活動
により視野を広める取り組みを評価したい。

・外国語教育指導員とコミュニケーションを図ること
は、生徒が生きた語学を学ぶ貴重な機会となるた
め、より一層の活用をお願いしたい。
・けやき祭での英語のスピーチが素晴らしかったで
す。
・英語でのコミュニケーションも必要ですが、どの国
の人ともコミュニケーションが取れる豊かな国際感
覚を養うことが大切だと思います。
・英語の授業では文法的学習だけでなく、会話を多
くとり入れていました。コミュニケーション能力が向
上していくと思います。
・ＡＩを使った学習を取り入れていった方がよいと思
います。
・英語が身近に感じられるような先生方の工夫があ
る。これからも継続してほしい。
・ALTの活用が効果的と考える。単に語学力だけで
なく、異文化への理解から多様な価値感を受け止
めることができる人間力の向上にもつながっている
のではないか。
・異なる人種文化、伝統を排除することなく違いを
理解し、幅広く物事をとらえる力を引き続き育んで
ほしいと思います。

・記載のとおり、学校改築が始まり、体育をはじめ、
各種行事などの開催方法に工夫が必要と推察され
るが、そのような環境下でも生徒が精いっぱい活動
できるよう引き続きの支援をお願いしたい。
・道徳の授業をみせてもらいました。A組「卒業生の
話を聞く会」はとても素晴らしい会であり内容も凄く
良かったです。今後も続けてください。
・毎日の給食で、栄養士の先生の心のこもった温
かい食育指導が印象的でした。
・今後も自己肯定感を育める心身の育成に期待す
る。
・知・徳・体についての総合的な向上が見込める取
り組みであると感じた。
・食育は重要である。
・個々の生徒たちの潜在能力を見出し、伸ばすた
めの様々な取り組みは高く評価したい。

学校生活アンケー
トで「石川台中学校
の教育活動に満足
している」との問い
に肯定的に回答し
た保護者の割合
（８６％）
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・数学の教科書に掲載されて
いる発展的な問題について深
く触れている。
・問題解決型の課題に取り組
む際、チームで取り組ませる
計画を立て、必ず比較・検討・
結論の場面を設けている。
・単元によるが、スプレッドシー
トや生成AIを使用する時間を
取り入れている。
・職場体験や防災訓練などの
体験を通して自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力
の育成を図っている。
・各行事の事前・事後学習で
活用している。
・理科の授業で日常と科学と
のつながりに気づかせることで
視野を広げた。
・社会科見学事前事後学習
（電車乗換、各見学地の調べ
たデータをまとめる）を通して
学ぶことができた。
・行事の後の振り返りの時間を
大切にし、時間をしっかりと
取って行っている。

・日常生活の中で外国の文化
および外国語に触れたときは
その場で調べ、結果を生徒に
シェアするようにしている。
・外国語教育指導員は生徒と
良いコミュニケーションを取り、
英語カフェなど能力育成につ
ながる活動になっている。
・時事問題や環境課題につい
て、朝の学活で取り上げるよう
にしている。
・各教科で人権を意識した教
育活動を行い、伝統文化や多
様性、国際理解などの学習を
深められている。

4

・マイノリティな意見を必ず取り
上げ、その背景について言及
するようにしている。
・読解力向上を図るための各
教科での取組を継続してい
る。タブレットを活用した意見
共有や話し合い活動ができて
いる。生徒の読解力向上にも
つなげることができた。
・給食時の放送で献立や行事
食等に関する話を紹介し、食
文化や味覚・材料・調味につい
て関心をもたせている。
・既習事項を意識し、機会があ
れば必ず振り返りに触れるよう
にしている。
・数学の授業前にドリルパーク
を活用して復習に取り組んで
いる。
・今年度の体育的行事は天候
に恵まれず、延期の末規模を
縮小しての開催になった。来
年度は校舎改築のため開催
方法の見直しが必要である。
・小中一貫教育の視点に立っ
た教育を行い、関係小学校と
コミュニケーションを図って情
報共有している。
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２：
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１：

60%
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４：

85%
以上

成果
評価

令和７年度　大田区立石川台中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

教育目標 ：　・思考力に富む生徒　・実行力のある生徒　・情操の豊かな生徒　　を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かでたくましい人」を育てる
学校規模 ：　生徒数 １９７人（5月1日現在）　　学級数　８学級（通常級１～３年各２学級、特別支援学級１年～３年　２学級）
特色ある教育活動 ：　小規模のよさを生かした落ち着いた環境での学習      小規模のよさを生かした「自覚ある生徒」を育てる学校行事
　　　　　　　　　　　　　 令和２・３年度　大田区教育委員会教育研究推進校　「読解力を向上させる指導の工夫」としての研究成果を生かし、各教科において読解力の向上の視点に立った学習指導
　　　　　　　               スーパーアクティブスクール校（平成２８・２９・３０年度）としての研究成果を生かし、体力向上の視点に立った健康教育
　　　　　　　　　　　　　 保護者、地域、学校支援地域本部の協力を得た活動
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学校関係者記入欄
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３：

70%
以上

目標に対する成果指標

11

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

3

4

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、る。

4

4

３：

70%
以上

3

２：

60%
以上

１：

60%
未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

・タブレットを用いて、作業動画
を見せたり説明のプリントを配
信したりして個人でも作業しや
すいような手だてを用いること
ができた。
・委員会活動やアンケート等を
タブレットで行った。
・学校改築に係る引っ越しに伴
う環境の変化を協力して整備
していく。
・毎月の安全指導だけではな
く、防災訓練などで関係機関と
連携して生徒の防災に関する
理解を深めている。
・避難訓練を毎月いろいろな状
況を想定して実施し、地震・火
災・津波・不審者・Ｊアラートな
どの対応を身に付けることが
できている。訓練は常に本番
を意識した取り組みを今後も
継続する。

4

・避難訓練の実施は防災意識向上に重要なことで
あると考える。毎月実施されているとのことだが、今
後も継続的な実施をお願いしたい。
・生徒の安心・安全を考えるなら、事前対応・事後
対応・再発防止を考えることが生徒の安全と教職
員の安全確保にもつながると思います。
・改築をマイナスと考えずプラスの貴重な経験にで
きるようにしてください。
・道徳の授業では、タブレットを活用して、自分の体
験をクラスで共有していました。挙手して発表する
のが苦手な生徒にもよい取り組みだと思いました。
・タブレットの活用が年々良くなっていると思う。特
に先生とのコミュニケーションのツールとしても、手
を挙げて発言がなくてもコメントの発信で授業に参
加している感覚がよおい。
・今後も、「ICTと防災」のように、「ICT×●●」の状
況を定期的に作り出せると良いのではないかなと
思います。
・「個別目標４」にうまくつなげられると良い・教員の
リソースを地域でうまく代替し、個別目標にもつな
がるかもしれない。
・安全で安心できる教育環境作りに務めていること
を評価します。

・地域行事での石中生のボランティア活動は、自己
肯定感を高めるとともに、地域の一員としての意識
醸成にも繋がっていくと考える。これからの石中生
の取り組みにも引き続き、続き期待したい。
・千束地区で学校運営協議会のメンバーが活躍し
てくださっていて、私がかかわりを持たせていただく
中でとても先生方が熱心なので嬉しく思います。
・地域との繋がりを大切にして地域の催しに積極的
に参加して、生徒が何を思うかをお互いに共有して
いければいいのではと思っています。
・スクールサポート石川台の連携活動が縁の下の
力持ちになっていると思います。
・地域の活動にもっと参加してもらえるよう、町会、
コミュニティがもっと情報発信できると良いと思いま
す・
・生徒が安全で安心して学べるように学校運営協
議会もサポートしていきたいと思います。
・全体評価を通して学校運営が順調に進んでいる
印象を受ける。
・定期的な学校運営協議会を通して学校側の様々
な取り組みや目指しているところも理解できました。
地域住民の一人として何ができるか考えていきた
いと思います。

・多忙な中でも、区や都の主催する研究発表会に
参加するなど教職員の授業力向上に努めているこ
とがうかがえる。
・教師の授業力を向上させるには、先生方の横の
繋がりが大切だと考えます。授業を観てもらうもらう
ことも大切ですが、他校の先生の授業を観る事だと
思います。
・教え方が非常に分かり易いと感じました。
・東京科学大学との連携で様々な支援が行われて
いることはとても有難いです。
・先生もデジタルツールを使いこなせるようになった
方がよいと思います。
・生徒・保護者の高評価と取組評価の差をうめるべ
く今後に期待します。
・教員の方々がより教育に専念できるよう、働き方
の不断の見直しを検討してください。
・教師力を向上させることは当然でありますが、震
度の負担とならないよう他の教育機関・団体との連
携・協力を図りながら推進してほしいと思います。

・生徒の自然な問いを引き出
すように発問を行い、様々な課
題解決方法を許容している。
・同教科の教員と分担して教
材準備や評価等を行ってい
る。
・可能な範囲で学年内で業務
を分担している。

・少人数授業だけではなく、東
京科学大学との連携によっ
て、数学を苦手とする生徒の
支援を行うことができた。ま
た、東京科学大学の学生によ
る不登校支援や授業補助など
も行うことができた。
・外国語教育指導員は生徒と
良いコミュニケーションを取り、
英語カフェなど能力育成につ
ながる活動になっている。
・保健体育の授業で、毎回
パートナーを替えて助け合い
学習を行っている。
・区や都の主催する研究発表
会に参加し、研修の成果を共
有したり、自身の授業改善に
生かすことができている。
・事務作業のスリム化を行い、
生徒に向き合う時間をより確
保する。

4

・「学校生活は楽しい」との問いに肯定的に回答し
た生徒の割合が９４％という結果からも生徒が自分
らしくいきいきと学校生活を送っていることがうかが
える。
・作品展示を見ている時、生徒が「僕の作品です」
とはっきり言ってくれた。自信をもって生活している
のがうかがえた。
・変わるべきは、学校だけにとどまらないで、社会
のいたるところで分け隔てなく障がい者とともに学
ぶ機会が保障されることだと思います。
・道徳講演会、大変素晴らしかったです。生徒の真
摯に人の話を聞く姿も立派でした。
・スクールカウンセラーによる全員面接を実施され
ていることは、小規模校ならではの取り組みだと思
います。
・ひとりひとりに対して学校全体で取組む様子・姿
勢がみられ、高評価であったのだと思う。
・環境整備と並行して生徒それぞれが人に寄り添
い、協力しあえるマインドセットをもてる環境になっ
ていくと良いと思います。
・不登校・障害など生き辛さ抱えた生徒に対するき
め細かな対応には頭が下がります。石川台中学校
の特長である特別支援生との共生・教学で得られ
る生徒たちの好成長をもっと協調しても良いと思い
ます。

・生徒だけではなく、課題をも
つ生徒の保護者にもSCへの
相談を勧め、生徒の支援に努
めている。
・情報共有を頻繁に行ってい
る。
・スクールカウンセラーによる
全員面接を実施している。
・教育相談部会の充実、ＳＣや
特別支援教室巡回指導教員
などの専門家からの意見を受
け生徒指導に活かすことがで
きている。

4

0

Ｂ 3

１：

60%
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 11

Ｂ

Ｄ

学校生活アンケー
トで「先生の授業は
わかりやすい」との
問いに肯定的に回
答した生徒の割合
（９３％）

２：

60%
以上

１：

60%
未満

学校生活アンケー
トで「学校生活は楽
しい」との問いに肯
定的に回答した生
徒の割合（９４％）

４：

85%
以上

１：

60%
未満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：

85%
以上

学校生活アンケー
トで「私は学習用タ
ブレットの使用ルー
ルを守り、適切に
活用している」との
問いに肯定的に回
答した生徒の割合
（９５％）

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

60%
以上

３：

70%
以上

３：

70%
以上

４：

85%
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：

60%
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

③図書室の環境整備を定期的に行い、生
徒の読書活動の向上を推進する。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内に
おける支援体制の充実、特別支援教室巡
回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

2

4

4

4

Ｂ 3

学校生活アンケー
トで「学校はコミュ
ニティスクールとし
て学校運営協議会
を活用し、父母と教
師の会やスクール
サポート石川台と
連携して活動して
いる」との問いに肯
定的に回答した保
護者の割合（８
９％）

・地域コミュニティの核としての
学校づくりを目指して地域と学
校が連携・協働したボランティ
ア活動等の活動を実施してい
る。
・学校運営協議会委員の方々
には貴重なご意見をいただい
たり、支援が必要な生徒に関
わっていただくこともあり、本当
に感謝している。地域のご協
力を可能な範囲で今後もお願
いしたい。
・地域行事等でのボランティア
体験により生徒の自己肯定感
を高めることができた。

Ｄ 0

Ｃ 0

Ｃ 0

2

4

4

３：

70%
以上
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Ｂ 3

4

4

2

Ｃ 0

４：

85%
以上

３：

70%
以上

２：

60%
以上

Ｄ 0

Ａ 9

１：

60%
未満

Ｄ 0
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